
今和 3年 3月 新規学卒者等採用者に係る

姜諸吉



官城 県政 及 びイ占台市政 並 び に労働 行 政 の推 進 につ きま して は ,日

頃格 別 の御 協 力 を賜 り厚 くお礼 申 し上 げ ます。

県内 の雇用 ′
1肯 勢 につ い て は ,東 日本 人 震 災 か ら 9年 余 りが径 通 し ,

復 興 需要 と餞 や か な景 魚口後 の動 きな どにえ え られ ,次 喜 の動 きが

続 い て きて お り,今
～

2年 3月 の新規 高卒者 の就 職 率 は ,採 用 4考

の 円滑化 や子 期 の 水人 提 出 に御 協 力 をい た だ き ま した こ とに よ り ,

高 い水 準 とな りま した。

一 方 ,昨 年 12月 以 降 ,新 型 コ ロナ ウ イル ス に関逹 した肺 炎 が分

生 し,県 内 で も慇 染 が拡 大傾 向 に あ り,県 民の健 康 や企 業 活動 に大

きな影 響 を及 ば して お ります。 また ,高 校 。大 学・専 閂 学校 な ど全

て の新規 学校 卒 業 予 定考 に おい て ,学 校 の体 校 や企 業説 明会 等 の几

通 しが立 た ない な ど ,来 人 情 級 に接 す る機 会 が減 夕
｀して い る こ とか

ら,迪 切 な学生 の就 職 夫検 が一 層 童姜 となって お ります。

こ う した こ とか ら ,営 城 県 ,イ島台市 及 び官城 労働 局 で は ,地 元企

業 の継 続・安 定 した事 業 活動 確 保 の た め ,関 係機 関 と一 層 の連携 を

図 り,径 普 え掟 の ため の相 談 窓 口 の設 置 や ,資 金繰 り等 に影 響 が 出

た場合 へ の金 融 え核二 雇用 調 整功 茂 金 をは じめ とす る労働 者 の雇用

維 持 に係 る各種 助 戌制 度 の活用 な ど,き め旅口か な説 明 と進 4な 処理

に努 め なが ら,雇 用 の安 定 に全 力 で取 り饂 ん で い る と ころ です。

皆様 方 に おか れ ま して も,厳 しい経 済 `1奇 勢 の なか で は あ ります が
,

現 在働 い て い る方 の雇 用 の維 持 ,そ して ,新 規 学校 卒 業 予定者 が一

人 で も多 く工 規 雇 用 に よ る安 定 した就 職 先 を決 定 で きる よ う,対 面

で の情 級 提 供 が難 しい状 況 を踏 まえ ,仕 事 内容 の詳 ′口を動 凸 にす る

な ど ,企 業 `1奇 報 をわ か りや す く提 供 して い ただ くと と もに ,採 用 枠

と受験 機 会 の確 保・拡 大 に努 め られ ます こ と を切 に お願 いす る次 第

です。

つ きま して は ,次 の要 請 J頁 目に格 別 の御 配 慮 を賜 ります よ うお願

い申 し上 げ る と と もに ,私 ど もの要 請 に ど うか深 い御 理 解 を賜 り ,

会 員企 業 の 皆様 に お知 らせ い た だ きます よ うお願 い 申 し上 げ ます 。



1 新規学校卒業者の工規雇用採用枠の確保 0拡 大

2 新規学校卒業者への詳′口な企業情報提供の協カ

3 各種功戌金等の活用 を近 じた労働者の雇用の維持

今
～
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